
Living 
with 

Money
 ～豊かに生きるためのお金の学び～

教師用指導書



　　みなさんの生活は、どのようなもので成り立っているでしょうか。

　　食べること、着ること、住むこと。それだけではありません。　　　　

　　人とのつながりや地域・社会における活動など、さまざまな

　　関わりの中で、生活は成り立っています。
　　
　　家庭科では、そんな日々の生活をより豊かにするために必要な
　　ことを学びます。
　　
　　その一つが、「お金」との付き合い方です。

　　どう使う？ どう貯める？ どう守る？ どう稼ぐ？ どう増やす？

　　考え方次第で、生活はもっと豊かになります。

　　これからの学びの中で、自分らしい豊かな生活のヒントを
　　見つけていきましょう。
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＜ガイダンス＞ 

１．大人になるってどういうこと？
 
２．毎日の生活を支えるものって何だろう？【家庭編】

３．毎日の生活を支えるものって何だろう？【社会編】

４．生活とお金のつながりを考えよう

５．生活を支えるモノマップ

６．卒業を迎える自分へ手紙を書こう

　-これからの学びの「キーワード」-

 
＜第１学年＞

１．未来につながる衣生活プランを作成しよう

２．未来につながる住まいをデザインしよう
 
＜第２学年＞

１.未来につながる調理に挑戦～私たちが作るとん汁～

　-「チョチク家」のメンバー紹介-

2. 生活するために必要なお金を見てみよう

　-資料 「チョチク家 父・母の給与明細」-

3．家計管理に挑戦してみよう
 
＜第３学年＞

1.投資を体験してみよう

2.子どもを育てる～どんな支援が必要？～ 

3.夢を叶える第一歩～「働く」ってどういうこと？～

4.学習を終えて～３年間の学びを振り返ろう～

　-資料 「チョチク家 父・母の給与明細」 <指導書用>-
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中学生の自分は、もう「大人」？まだ「子ども」？

1.「大人」になるってどういうこと？

自分でできること 助けてもらっていること

生活面

学習面

他者との
関わり

考えてみよう

中学生の自分は・・・ 　　大人　　 or 　　こども
 <理由>

自分でできること・助けてもらっていることを整理しよう

３

大人　➡　(例)自分の行動に責任を持たなければならない場面が増えてきたから。
こども　➡　(例)食事やお金の管理など、生活の多くを家族に支えてもらっているから。

生徒が生活面・学習面・対人関係など多角的な視点から
自己を捉え、

　
「大人／子ども」の判断を多面的に

考えることができるよう指導する。

(例)
朝ご飯を自分で準備している
お小遣いの管理ができる
洗濯ものを畳んでいる

(例)
自宅学習の時間を確保できる
宿題を期限内に提出できる
分からないところを質問できる

(例)
友人とトラブルがあった時は、
自分たちで話し合って解決できる
自分から挨拶ができる
困っている人がいたら声をかける

(例)
朝、起こしてもらっている
習い事へ送迎してもらっている
毎食作ってもらっている

(例)
声をかけられてから勉強を始めている
提出期限を教えてもらっている
分からない問題は教えてもらっている

(例)
人間関係で悩んだ時に相談している
意見を言うのが苦手で周りにフォロー
してもらう
意見が対立した時に、相手が譲って
くれることが多い

日常生活を多面的に見つめ、「自分でできること」と「支援が必要なこと」を
整理することで、自立と共生の視点を育てることを目的とする。



x

「自立」とは?「自立」とは?

　　   (②　　　　　  　　　)につながる

注目！

「大人になる」　　　(①　　　　　　　　　)すること

「自立」「共生」とは、どのようなことだろう？

「共生」とは?「共生」とは?

《振り返り　 ～「自立」と「共生」を目指して、今の自分ができること～》

４

自立

共生

生活に関わる知識・技能を
身につけ、それらを実践す
ることで自分らしい生活が
できるようになること。

生活を支える立場の一員と
して、家族や地域の人々と
もによりよい生活をつくっ
ていけること。

【評価の観点】
「自立」＝自分でできることを増やす意識、「共生」＝周囲と支え合う意識を
踏まえて振り返りが書けているか。
家庭・学校・地域など具体的な生活場面に基づき、自分の役割や行動目標を
挙げられているか。
他者との関わりを肯定的に捉え、協力の姿勢や他者理解へつながる記述が
見られるか。



生活の場面(家のこと)

【家庭】の中での支えを整理してみよう

食べる

看護・介護する

住む

着る

育てる

(例)自分，兄弟，親，祖父母　など

考えてみよう

家庭の中で行われていることはどのようなことだろう？

誰が主にしている？

《 振り返り ～ｐ８ 生活に必要な物マップを作ってみて気付いたこと～ 》

２．毎日の生活を支えるものって何だろう？【家庭編】

(例)食材の買い出し，献立を考える，調理，配膳，
　　掃除，洗濯，衣替え，家計管理，介護，看病，
　　ゴミ出し，子どものお世話　など

【評価の観点】
家庭内の役割や支えを、自分の生活に即して捉えることができているか。
家族の働きへの気付きが、感謝や協力の意識につながっているか。
家庭と自分の関わりについて、今後の行動を考える姿勢が見られるか。
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ｐ８　5.生活を支えるモノマップ【家庭（内側）】を完成させよう
 　～家庭の中で、私たちの生活を支えているモノや行為を書こう～



生活の場面(家の外のこと)

考えてみよう

【社会】の中での支えを整理してみよう

誰がしている？

《 振り返り ～ｐ８ 生活に必要な物マップを作ってみて気付いたこと～ 》

家庭外で、私たちの生活を支えてくれているもの・人を書いてみよう

食べる

看護・介護する

住む

着る

育てる

３．毎日の生活を支えるものって何だろう？【社会編】

(例)スーパー，農家，ごみ収集の人，クリーニング店、
　　医師・看護師，学校や習い事の先生，公共施設，
　　交通機関，配送業者　など
　　

(例)農家の人，調理師

(例)介護士，医師，

　　　　(例)大工，ごみ収集の人

　　(例)デザイナー，クリーニング店の人

　　(例)先生，見守り活動の人

【評価の観点】
社会の支えを、具体的な人・仕組みと関連付けて理解しているか。
家庭と社会の役割の違いを区別して考えられているか。
社会の支えに気付いたことが、広い視野で生活をとらえる態度につながって
いるか。
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ｐ８　5.生活を支えるモノマップ【社会（外側）】を完成させよう
 ～家庭の外で、私たちの生活を支えているモノやサービスを書こう～



はじめに

2・3時間目で作成した「生活を支えるモノマップ」を見て、

お金が関わっているものに お金マーク　　　をつけよう。

気づいたことを書こう

《 まとめ 》 ( )の部分に自分の考えを書こう

　　お金は、(　　　　
　　

　　　　　　　　　　)　　　　　　　　　　　              ものである。

４．生活とお金のつながりを考えよう

(例)生活のほとんどにお金が関わっていることに気付いた。

                 家で何気なく使っているものにも費用がかかっている。

              家計の大変さや、お金の使い方を考えるきっかけになった。

生活に関わる多様なモノ・サービスに「お金」が関与
　　　　　　　していることを理解しているか。

　　　　(例)毎日の生活を支えてくれる大切な
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(例)生活に密接に関わっている

学習内容を踏まえて、自分の言葉でお金の役割を表現できているか。
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５．生活を支えるモノマップ

着
る

住まう
看
護
・
介
護

す
る

育
て
る

食べ
る
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食材・調味料

冷蔵庫

炊飯器
電子ュョジ

調理器具

食器

後片付け

献立決め

配膳

買い物

服

靴下

制服

体操服パジモマ

靴 洗濯機

柔軟剤・洗剤

物干し・ハョガー

アイユョ

洗濯

整理・収納

ミショ

家

ベッド

布団・枕
掃除機

ごみ出し
掃除

電気水
ガス

トイュ・お風呂
エアコョ

扇風機

遊ぶ

送迎

身の回りの世話

見守り

しつけ

勉強の習慣

学用品

子ども用品

体温計

薬

生活の介助
通院の送迎

看病

介護用ベット

車いす・歩行器

杖

スーパー

コョビニ
弁当屋

農業

漁業 畜産業

食品工場

パョ屋

飲食店

給食セョター
配送トャック

服屋

靴屋
ミショ

クヤーニョグ店

繊維工場

縫製工場

運送会社

洋服直し

コイョャョドヤー

ハウスクヤーニョグ

修理

外壁の塗装
ヤフォーム

建設会社
修理 電力会社

家電量販店

保育園・幼稚園

学校

児童セョター

ファミヤー・
サポート・
セョター

塾

習い事教室

公民館

病院

薬局

介護・看護施設

保健所

在宅サービス

デイサービス

地域包括支援セョター

本活動では、生徒が日常生活を支えているさまざまな「メノ・こと」を、家庭（内側）と社会（外側）の
視点から整理し、生活は多くの支えによって成り立っていることに気づかせる。
ヨさらに、マップ上でお金が関わっているものに「お金マーク」を付ける活動を通して、私たちの生活は
目に見えない場面も含めて、お金と密接に結びついていることを理解させることをねらいとする。

ラ時間目に、お金が関わっているものにヨお金マーク　　ヨをつける



６．卒業を迎える自分へ手紙を書こう

卒業を迎える自分への手紙

・今の自分を振り返って
(今の自分はどれくらい自立・共生ができているか等)
・未来の自分に向けて
(卒業間近の自分にどのような姿になっていて欲しいか等)

卒業を迎える自分へ

(　　　　　 )年( 　　　)月(　　　 )日 ( 　　　　　　　　　　)より 

この手紙は「評価対象」ではなく、自己理解を
深める活動であることを伝える

最初のガイダンスで書いた手紙は、３年生の
まとめの時間で読み返すことで、生徒が自分の
成長を実感できるようにする。
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これからの学びの「キーワード」

「お金にまつわる　　つの力」「お金にまつわる　　つの力」

貯める

稼ぐ

守る

使う

増やす

「必要なもの」と「欲しいもの」
　を分けて優先順位を考え、
　計画的にお金を管理する力

お金を増やすための方法
やリスクを学び、長期的な
視点でお金を育てる力

　働くことの意義や仕組み
　を理解し、経済的自立に
　向けて行動する力

自分の消費行動が環境や
社会に与える影響を考え、
責任ある選択をする力

トラブルや詐欺のリスクを
理解し、適切な判断で安全に
お金を管理する力
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振り返り～衣服の働き～

③手入れはできている？

☐ 洗い方に気をつけている 　   ☐ ゕ゗ムユをかける　    ☐ 畳んでしまう

☐ ハゲユつけ・補修ができる    ☐ あまりしていない

　(

　
　
　
　
　
　
　 )
や

 

　(

　
　
　
　
　
　
　)

の

 

　
　
　
　
　
　
　
　
働
き

( 

　
　
　
　
　
　
　)

の

　
　
　
　
　
　
　
働
き

① 服の持ち数を数えてみよう
　
上着（ 　　　）枚 オブシ（ 　　　）枚 キハユ（　　　 ）枚 その他（ 　　　）枚

衣生活を振り返ろう

② 服を買うときに大事にしているのは？

☐ズォ゗ユ 　☐値段 　☐ドボユゼ 　☐長持ち　 ☐その他（　　　　　　　 ）

１．未来につながる衣生活ナボユを作成しよう

保
健
衛
生
上

生
活
活
動
上

社
会
生
活
上

自分の衣服の持ち数や購入時の判断基準、日常の手入れの実態を振り返ることで、
衣生活を客観的に見直すことをねらいとする。

数や選択内容を評価するのではなく、今後の衣生活をよりよくするための視点を
もたせることを重視する。
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① その衣服を購入したい理由は？
 �どうしてこの服が必要？どんなときに使う？

 

② 何回くらい着用できそう？
 �季節・用途・長持ち度を考えてみよう

 

③ 長持ちしそうなポイントは？
 �素材・作り・ブランド・口コミなど

 　

④ 手入れはできそう？
 �洗濯ネットを使う？ドライケアが必要？

⑤ 家計への影響は？
 �購入したら家庭のお金の使い方にどのように関わる？

⑥ 環境への影響は？
 �長く着用できそう？リサイクル・リユースできる？

 

購入プランを立てよう

(例)冬の通学で寒さ対策が必要・今持っている服が小さくなった

(例)冬の間は週2～3回着る・年間で30〜40回は使えそう

(例)厚手の生地で丈夫・口コミで評価が高い・シンプルで流行に左右されない

(例)少し高いが長く使えそう・買い替え頻度が減り家計の負担が軽くなる

(例)長期間使用ができそう・サイズアウト後はリユースできる
　　乾きやすい素材で、水の使用量が少なくてすむ

必要性・使用頻度・長持ち性の３点で購入の妥当性を考えさせる。

価格だけでなく、長く使えるか・手入れできるかを判断材料にすることを促す。

家計や環境への影響に気づかせ、持続可能な選択を意識させる。

価値観や家庭状況に差があるため、生徒同士を比較せず、多様な判断を尊重する。

(例)洗濯ネットで洗えそう・アイロン不要の素材・汚れやすい部分の注意が必要
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私の衣生活プラン

① 購入方法の工夫 (どんなことを意識して衣服を購入する？)

《 振り返り～衣生活の学習を通して、これからの生活で活かしたいこと～  》

②手入れの工夫(長持ちさせるための工夫は？)

③捨て方・リユースの工夫(着用しなくなった衣服はどうする？)

④予算を考えた購入の工夫(限られたお金で、満足できる買い方は？)

(例)必要な服かどうかを考えてから買う
　　着回しできるデザインを選ぶ
　　値段だけで決めず、長く使えるものを選ぶ

(例)洗濯ネットを使う・色物と白物を分ける
　　アイロン不要の素材を選ぶ
　　汚れを早めに落とす・ボタンを自分でつけ直す

(例)サイズアウトしたらフリマアプリで売る・兄弟や友人にあげる　
　　まだ着られるものは家族や友達に譲る
　　汚れがひどいものは雑巾にして再利用する

(例)サイズアウトしたらフリマアプリで売る・兄弟や友人にあげる　
　　まだ着られるものは家族や友達に譲る
　　汚れがひどいものは雑巾にして再利用する

【評価の観点】
学んだ内容を基に、自分の衣生活を見直し、よりよい生活に
向けた行動を考えようとする態度が見られるか。

必要性・長持ち・手入れ・処分方法の４視点で衣生活を総合的に考えさせる。

値段だけでなく、「長期的に見て得かどうか？」というライフサイクルコストに気づかせる。

リユース・リサイクルを取り上げ、環境と家計の両面にメリットがある行動として捉えさせる。

家庭によって環境が異なるため、生徒の選択を比較せず、多様な工夫を尊重する。
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振り返り～住まいの空間～

③

① 
　
　

②  災害に強い住まいとは？（例：災害への備え、備蓄など）

住まいに求められることって何だろう

(　　　　　　　 )の空間

(　　　　　　　 )の空間

　(　　　　　　　 )の空間

 (                         )の空間

環境にやさしい住まいとは？(例：自然エネルギーの利用など)

  誰でも安心して暮らせる住まいとは？（例：バリアフリーの視点など）

２．未来につながる住まいをデザインしよう

家族共有 個人生活

生理・衛生 家事作業

(例)太陽光発電を使って電気をつくる・断熱性が高く、エアコンの使用を減らせる
　　節水できる設備がある・省エネ家電を使う・木材などの自然素材を使う

(例)耐震、耐風設計がされている・家具の固定がされている非常食や水の備蓄がある
　　避難経路や避難場所が家族で共有されている・高い場所に電気設備がある

環境・安全・福祉の３視点で住まいをとらえるよう促す。

日常生活の事例（自宅や学校、地域）と関連づけて考えさせる。

「設備」だけでなく、自分たちの工夫や行動も住まいの工夫に含まれることに気づかせる。

災害・環境問題・高齢化社会など、社会の課題と住まいの関係を結びつけて考えさせる。

(例)段差が少ない・手すりがある・スロープがついている・家の中が明るく、見通しが良い
　　玄関や窓に十分な防犯対策がある・誰でも使いやすい配置になっている

14



① 
 �電気・ガス・水をどのように使用すると、毎月の支払いを減らせる？

 

② 長く安心して住むための工夫
 �将来の大きな出費を防ぐためには？

 

③ 毎日の暮らしを快適にする工夫
 �快適さを上げるためには、何を優先してお金を使う？

 　

④ 未来の暮らしにつながるお金の使い方
 �将来のことも考えると、どのようなお金の使い方が必要？

 

【前回の授業とのつながり】
「お金」の視点から住まいを考えよう

光熱費を減らす工夫

(例)こまめに電気を消す・エアコンの温度設定を見直す・節水シャワーを使う
　　保温調理やまとめ洗いをする・断熱カーテンで冷暖房効率を上げる

(例)暮らしの満足度が上がる場所に優先してお金を使う（照明、収納、寝具、空調など）
　　よく使う場所を優先して整える・全員が使いやすいように配置を工夫する

(例)家賃、修繕費、保険など長期的な支出を見通す
　　省エネ家電など“将来の節約につながる方法”を考える
　　進学・就職など将来の生活に合わせて貯蓄する災害に備えて防災用品にお金を使う

住まいと「家計」は密接につながっていることを意識させる。

光熱費・修繕費・快適性・将来の出費など、短期（毎月）〜長期（将来）の視点で
考えるよう促す。

「節約＝我慢する」だけでなく、お金をかける場所の優先順位を自分で判断する力を
 育てる。

将来の暮らしを見通した選択ができるよう、予防や備えの考え方に触れられるようにする。

家庭ごとの状況差に配慮し、生徒同士を比較せず多様な暮らし方を尊重する姿勢で指導する。

(例)定期的に設備点検をする（給湯器・ガス・電気）・家具の固定や耐震対策をしておく
　　水漏れや故障を放置しない
　　雨戸や網戸のメンテナンスをする→ 大きな修理費やリフォーム費を防ぐ
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自分が特に大切にしたい住まいの条件(３つ選ぼう)

　□安全で安心できる　 　□環境にやさしい　 □快適に過ごせる　　□光熱費をおさえられる
　□地域とのつながり 　　□災害に強い　　　　□その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　
　理由

 　

未来につながる住まいをデザインしてみよう　(※ICT　　活用)

・家族構成　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

・想定人数(　　　　　　)人　

・工夫ポイント：　　　

《 振り返り～住生活の学習を通して、これからの生活で活かしたいこと～ 》

暮らし方や価値観によって重視する条件が異なることを理解させ、比較せず多様な選択を尊重する。

「なぜその条件を選んだのか」という理由づけを重視し、生活経験や将来の暮らしと関連付けて
考えさせる。

条件は単独ではなく、安全・環境・快適・家計などが相互に関わることに気付かせる。

家庭環境の差が大きいため、「自宅でできている／できていない」で評価せず、自分の理想を
考える活動として扱う。

家族構成や人数に合わせて、必要な空間や設備を考えられるようにする。
「安全・環境・快適・家計・福祉」の視点を取り入れ、複数の観点から工夫を考えさせる。
工夫ポイントは「なぜそうしたのか」の理由づけを重視し、将来の生活設計につながる思考を促す。
現在の住まいや家庭の状況に配慮し、多様な住まいのあり方を認める姿勢で指導する。

※ICTが使用できない場合の対応策
模造紙 or ワークシートに 手描きで“未来の住まい”をデザインする活動に置き換える。
間取り図・家族構成・工夫ポイントを、紙に自由にレイアウトして表現させる。

【評価の観点】
学んだ内容を基に、自分の住生活を見直し、よりよい生活に
向けた行動を考えようとする態度が見られるか。
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